
金銅造池田光政坐像

指定区分 県指定重要文化財（彫刻）

読みかた こんどうぞういけだみつまさざぞう

所在地 備前市閑谷

指定年月日 令和2年3月13日

解説

岡山初代藩主池田光政の肖像で、閑谷神
社に祀られている。金銅製で、鏨(たがね)
で頭髪や眉毛、束帯の文様等を刻む。彫
刻としての完成度は高く、近世における高
い技術水準を示す。光政の生前、または
没後すぐに製作された肖像等は残されて
おらず、本像が現存する最古のもので、歴
史資料としての価値も高い。

アクセス方法

JR赤穂線 備前片上駅より市営バスで約
15分、ＪＲ山陽本線 吉永駅より市営バスで
約12分　特別史跡旧閑谷学校内　閑谷神
社

公開状況 非公開

設備

備考



していくぶん
（指定区分）

県指定重要文化財（彫刻）

ぶんかざいめい
（文化財名）

金銅造池田光政坐像

よみかた こんどうぞういけだみつまさざぞう

しょざいち
（所在地）

備前市閑谷

とうろくしたひ
（登録した日）

令和2年3月13日

せつめい
岡山藩最初の藩主である、池田光政の像
です。光政の像として残っている中で最も
古く、歴史資料として価値が高いです。
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